
１２月の行事予定

1日(水) クリスマス会予行・弁当日

11日(土) クリスマス会

15日(水) もちつき大会

17日(金) ２学期終園式

28日(火） 弁当日

先日の運動会は台風も気になりましたが、好天の中、無事
開催することができ感謝でした。たくさんの保護者の方々の
前で緊張感を持ちながら、笑顔や涙や悔しさなどの様々な姿
を見せてくれました。保護者の方々には、設営や撤収のご協
力を頂きありがとうございました。
本番を迎えるまでそれぞれに練習の日々があります。特に

年長児は、毎日、マーチング、リレー、綱引き、組体操など多く
の練習が続きます。子どもたちも、「次は○○のおけいこ
だ！」などと声に出し、先生や友だちと確認しながら見通し
を持って１日を過ごす姿が見えて、大いに成長が感じられた
所です。
「見通しを持って過ごす」と

いうことで、先日嬉しい出来事
がありました。子どもたちが帰
り始めると、職員は子どもの机
の中を拭いて回ります。最近
は、年長の女の子たちが２、３人
で手伝いをしてくれます。中で
もＹちゃんは、ＳちゃんとＨちゃ
んを誘って机拭きを始めます。さて、Ｙちゃんが休みだったあ
る日、職員もバタバタしていて、机拭きをすっかり忘れてしま
っていました。すると、Ｈちゃんがやってきて、「もう机拭き終
わったよ！」と言います。「ええ！、自分たちだけでしたの？」
と職員はびっくり。「だって、昨日Ｙちゃんに頼まれてたから
」と、誇らしげに教えてくれました。自分が休みだった時の

状況を考え、自ら友だちに頼み、仕事が滞らないように見通
しを立てていたＹちゃん。そのことに私たちは大変驚き感心し
ました。そして、Ｙちゃんに頼まれたことを責任を持って実行
していたＨちゃんたちにもとても感動しました。私たちの想像
以上に使命感を持って行動できていることに、たいへん嬉し
く思うことでした。
こども園という小さな社会で過ごす幼児の生活。お当番や

お手伝い、係の仕事などの活動を通して、自分の役割に責任
を持ち、友だち同士で協力し合い、相談したり、楽しみながら
日々の育ちが豊かなものになるよう願っています。

主幹 冷水

１１月の行事予定

6日(土) 父母会わかさ公園ゴミ拾い
9日(火) 誕生会(2才以上10・11月)
10日(水) 給食バイキング(3才以上)
17日(水) 持久走試走・弁当日
18日(木) 父母の会役員会
20日(土) 持久走大会・弁当日・園内研修
22日(月) 持久走予備日
27日(土) めぐみ誕生会(10～１月生）
27日(土) 入園説明会13時半～

主幹保育教諭の松元
かおりが、１０月に入籍
を済ませ、「冷水かおり」
となりました。引き続き
変わらぬご指導・ご鞭撻
を宜しくお願いします。

今月の聖句 「感謝の心を 持つ人になりなさい。」 コロサイ3：15
「『ありがとう』は魔法の言葉」と言われることがあります。それを口にする本人も、
それを耳にする聞き手も、共に嬉しい気持ちになる、心が朗らかになるからです。聖
書も私たちに「感謝の心を持つ人になりなさい」と数多くの箇所で勧めています。
日本語の「ありがとう」を漢字では「有難う」と書きます。そこから分かるように、

ありがとうの由来は「有難し」にあるようです。「有難し」とは、「有る事が難しいよ
うな事があった＝非常に珍しい幸福なことが起きた」、「普段無いようなことが有った
事を嬉しく思う」という意味です。ある都市伝説によると、ポルトガル語の「オブリ
ガード (obrigado)」が語源という説（bを省くと、ローマ字読みでオリガドがアリガト
ウに聞こえた？）もあるようです。種子島は1543年にポルトガル人によって火縄銃が
伝来した地です。もしかしたら、種子島から「ありがとう」と言う習慣が始まったの
かもしれません。
「有り難う」は、「難（困難）」が「有る」と書きます。困難に遭ったのに、感謝する。
困難が自分を大きくしてくれる事に思いを抱いて、感謝を述べるという意味になりま
す。やっと新型コロナウィルスが収束しつつあります。これがそのまま完全な終息に
繋がって欲しいですが、専門家は寒くなると第６波が来るだろうと予測しています。
まだまだ気は緩められません。今までも様々な困難がありました。しかし、そのよう
な困難の中にあっても、困難を乗り越えて、感謝する思いを持つということは、私た
ちの人生を豊かにする大切な要素だと思うのです。 協力牧師 池田基宣
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『友だちとの関わり方を覚える時期に

大切にしたいこと』

友だちと一緒に遊ぶことが増え、やり取りも頻繁に行

われるようになってくると「友だちや保育者に自分の

思いを表しながら、一緒に遊ぶことを楽しむ」ことを

ねらいとしていきます。自分の思いを友だちにどんど

んぶつけていく自己主張が強い子どももいる一方で、

友だちに自分の思いを表しにくい子どももいます。友

だちの思いや提案を受入れる子どもは、優しい子でい

い子だと思われがちな一方で、自己主張が強すぎる子

どもはわがままと捉えられ、友だちの思いも受入れる

ように指導されることもあるでしょう。自己主張と自

己抑制はどちらも大切ですが、そこには育つ順序があ

るように思います。友だちと本格的にかかわりはじめ

たこの時期には、思いを抑えるより、思いを表現する

喜びを味わうことを大切にしたいと思っています。

安心して思いを表現できるクラスの雰囲気を作りな

がら、一人ひとりが自分の思いを表すことのできる生

活を支えることで、友だちと一緒にあそぶ楽しさを味 松本信吾：編著 （広島大学附属幼稚園）

わってほしいと願っています。

２０２１年度 年主題〈共に喜んで～すべての歩みの中～〉
0･1･2歳児１１月主題 ｢おいしいね/ありがとう｣ 3･4･5歳児１１月主題 「深める」
月のねがい 月のねがい
◎保育者の｢ありがとう｣という祈りに、うれしい気持ち ◎秋から冬への自然を五感を通して感じながら、神さまからのたくさんの恵
を重ねる。 みに感謝する。

◎秋の実りを共に喜び味わう。 ◎自分で感じ想像し工夫し、創ったり表現したりすることを深める。
◎色々な事に興味をもち、触れ、感じながら、安心して ◎友だちと心を合わせて、相談したり、アイデアを出し合ったり、
遊ぶ。 思いの違いを調整しながら喜んで遊ぶ。
◎自分を自由に表現し、そのことを受け止められて過ごす。

令和４年度入園説明会
１１月２７日（土）

1３時３０分より

１号入園願書受付開始
１２月１日（水）

ご紹介を宜しくお願いします！


